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主
な
産
業
の
交
渉
経
過

自
動
車

　

自
動
車
メ
ー
カ
ー
大
手
一
一
社
の
労
働
組

合
が
加
盟
す
る
自
動
車
総
連
は
今
回
、
平
均

方
式
に
お
け
る
賃
金
引
き
上
げ
（
賃
金
改
善

相
当
分
）
の
要
求
基
準
に
つ
い
て
、
二
〇
〇

九
年
以
来
、
六
年
ぶ
り
に
「
額
」
で
設
定
し
、

「
六
〇
〇
〇
円
以
上
」と
し
た
。
各
大
手
メ
ー

カ
ー
一
一
労
組
は
、
産
別
方
針
に
沿
い
、
賃

金
改
善
分
六
〇
〇
〇
円
を
盛
り
込
ん
だ
賃
上

げ
要
求
を
揃
っ
て
設
定
。「
総
連
全
体
と
し

て
ひ
と
か
た
ま
り
の
形
で
要
求
し
、
交
渉
に

臨
む
こ
と
が
よ
り
よ
い
結
果
に
結
び
つ
く
」

（
相
原
康
伸
・
自
動
車
総
連
会
長
）
と
し
て
、

統
一
的
な
取
り
組
み
の
色
合
い
を
一
段
強
め
、

交
渉
を
展
開
し
た
。

　

大
手
メ
ー
カ
ー
組
合
の
具
体
的
な
要
求
額

（
平
均
賃
上
げ
）
を
み
る
と
、
ト
ヨ
タ
は
一

万
三
三
〇
〇
円
（
う
ち
賃
金
制
度
維
持
分
七

三
〇
〇
円
）、
日
産
は
平
均
賃
金
改
定
原
資

と
し
て
一
万
二
〇
〇
〇
円
（
六
〇
〇
〇
円
相

当
の
賃
金
改
善
）、
本
田
技
研
は
賃
金
改
善

分
六
〇
〇
〇
円
な
ど
。
大
手
メ
ー
カ
ー
の
多

く
で
基
準
内
賃
金
の
平
均
は
三
〇
万
円
を
超

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
六
〇
〇
〇
円
」
の
引

き
上
げ
要
求
額
は
引
き
上
げ
率
に
す
る
と

二
％
に
満
た
な
い
が
、
自
動
車
総
連
の
相
原

会
長
は
、「（
平
均
賃
金
が
）
三
〇
万
円
の
組

合
に
と
っ
て
の
六
〇
〇
〇
円
と
二
五
万
円
の

組
合
に
と
っ
て
の
六
〇
〇
〇
円
と
で
は
重
み

が
異
な
る
」
と
し
、
産
業
内
格
差
是
正
の
狙

い
も
込
め
た
要
求
設
定
で
あ
る
こ
と
も
強
調

し
た
。

　

自
動
車
総
連
に
よ
れ
ば
、
大
手
メ
ー
カ
ー

一
一
組
合
に
、
部
品
・
車
体
部
門
を
代
表
す

る
一
組
合
も
含
め
た
「
拡
大
戦
術
登
録
組

合
」（
統
一
回
答
日
に
回
答
を
引
き
出
す
位
置

付
け
の
組
合
）
の
す
べ
て
の
組
織
が
二
年
連

続
で
賃
金
改
善
の
要
求
を
掲
げ
た
の
は
、
二

〇
〇
一
年
以
来
一
四
年
ぶ
り
の
こ
と
だ
と
い

う
。

　

大
手
メ
ー
カ
ー
の
交
渉
は
二
月
一
八
日
の

統
一
交
渉
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
交
渉
の

序
盤
か
ら
労
使
の
間
で
は
「
デ
フ
レ
を
脱
却

し
、
経
済
の
好
循
環
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
の

必
要
性
に
つ
い
て
は
共
通
理
解
が
図
れ
た
」

（
相
原
会
長
）。

　

だ
が
、
要
求
そ
の
も
の
に
対
す
る
や
り
と

り
で
は
、「
組
合
側
が
求
め
る
要
求
水
準
の
高

さ
、
置
か
れ
た
企
業
実
態
と
要
求
水
準
と
の

関
係
、
将
来
の
企
業
競
争
力
、
雇
用
を
守
る

観
点
な
ど
、
企
業
か
ら
み
た
懸
念
す
べ
き
点

が
経
営
側
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
」（
同
）、
世

間
の
賃
上
げ
追
い
風
ム
ー
ド
と
は
異
な
り
、

当
初
は
、
経
営
側
か
ら
は
賃
上
げ
に
対
し
て

慎
重
な
姿
勢
が
示
さ
れ
た
。

　

た
だ
、
三
月
第
二
週
に
入
る
と
、
組
合
側

に
と
っ
て
交
渉
の
前
進
感
が
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
三
月
一
四
日
の
会
見
で
相
原

会
長
は
「
一
部
、
具
体
的
な
感
触
を
得
た
、

得
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
も
出
て
き
た
。
前
進
感

あ
る
交
渉
が
進
ん
で
い
る
」
と
発
言
。
た
だ
、

そ
の
一
方
で
、「
現
実
は
、
経
営
側
が
満
額
に

応
え
る
交
渉
実
態
に
な
い
」
と
、
水
準
を
め

ぐ
る
議
論
で
は
労
使
の
距
離
感
が
埋
ま
っ
て

い
な
い
様
子
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

統
一
回
答
日
の
三
月
一
八
日
。
昨
年
は
、

ス
ズ
キ
な
ど
の
軽
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
決
着

が
午
後
お
そ
く
ま
で
ず
れ
込
む
異
例
の
展
開

が
あ
っ
た
が
、
今
年
は
午
前
中
に
ト
ヨ
タ
、

日
産
、
三
菱
自
動
車
工
業
な
ど
の
回
答
内
容

が
金
属
労
協
本
部
の
回
答
ボ
ー
ド
に
書
き
こ

ま
れ
、
例
年
ど
お
り
の
ペ
ー
ス
で
一
一
メ
ー

カ
ー
の
交
渉
は
決
着
し
た
。

　

各
メ
ー
カ
ー
の
決
着
内
容
を
み
て
い
く
と
、

ト
ヨ
タ
は
一
万
一
三
〇
〇
円
（
賃
金
制
度
維

持
分
込
み
）
の
回
答
で
、
賃
金
改
善
分
は
昨

年
よ
り
も
一
三
〇
〇
円
多
い
四
〇
〇
〇
円
の

獲
得
と
な
っ
た
。
日
産
は
平
均
賃
金
改
定
原

資
一
万
一
〇
〇
〇
円（
昨
年
は
九
五
〇
〇
円
）。

日
産
は
賃
金
制
度
上
、
賃
金
制
度
維
持
分
と

賃
金
改
善
分
の
切
り
分
け
が
厳
密
に
は
で
き

な
い
が
、
賃
金
改
善
分
に
相
当
す
る
額
は
五

〇
〇
〇
円
と
み
ら
れ
る
。
本
田
技
研
は
昨
年

を
一
二
〇
〇
円
上
回
る
賃
金
改
善
分
三
四
〇

〇
円
。
一
一
メ
ー
カ
ー
す
べ
て
の
賃
金
改
善

額
の
昨
年
比
を
眺
め
て
み
る
と
、
半
数
以
上

に
あ
た
る
六
メ
ー
カ
ー
が
一
〇
〇
〇
円
以
上

の
増
加
幅
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
一
時
金
は
、
一
一
メ
ー
カ
ー
の
う

ち
ス
ズ
キ
を
除
き
す
べ
て
で
、
組
合
の
要
求

に
対
し
て
会
社
側
が
満
額
で
回
答
。
ト
ヨ
タ

が
年
間
二
四
六
万
円
（
六
・
八
カ
月
相
当
）、

日
産
が
二
一
六
万
七
六
〇
〇
円
（
五
・
七
カ

月
相
当
）、
本
田
技
研
が
五
・
九
カ
月
な
ど

と
な
っ
て
お
り
、
富
士
重
工
、
い
す
ゞ
、
日

野
が
そ
れ
ぞ
れ
六
・
〇
カ
月
と
六
カ
月
台
に

乗
せ
た
（
表
１
）。

　

一
八
日
昼
、
金
属
労
協
の
本
部
で
加
盟
五

主要100社の
賃上げ・一時金回答

調査・解析部
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産
別
の
ト
ッ
プ
が
揃
っ
た
会
見
で
相
原
会
長

は
、「
わ
れ
わ
れ
は
今
後
も
自
動
車
産
業
が
健

全
に
発
展
し
て
い
く
う
え
で
、
国
内
事
業
基

盤
の
整
備
が
重
要
だ
と
繰
り
返
し
主
張
し
て

き
た
。
そ
の
競
争
力
の
源
泉
で
あ
る
人
へ
の

投
資
が
必
要
で
あ
り
、
デ
フ
レ
を
脱
却
し
、

次
の
世
代
へ
豊
か
で
安
定
し
た
雇
用
を
生
み

出
す
と
と
も
に
、
日
本
に
そ
れ
を
残
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
、
賃
上
げ

に
よ
る
全
体
の
底
上
げ
を
図
る
べ
き
だ
と
主

張
し
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
経
営
側
は
、
日

頃
の
組
合
員
の
頑
張
り
や
努
力
に
敬
意
を
表

し
つ
つ
、
一
方
、
賃
金
が
持
つ
コ
ス
ト
の
面

を
前
面
に
出
し
、
経
営
基
盤
に
与
え
る
影
響

が
大
き
い
と
訴
え
、
最
終
盤
ま
で
慎
重
な
姿

勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
」
と
振
り
返
っ
た
う
え

で
、「
各
労
組
の
最
大
限
の
努
力
で
交
渉
を
追

い
上
げ
、
展
開
す
る
な
か
で
一
定
程
度
の
回

答
の
引
き
出
し
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
強

調
。

　

現
時
点
で
の
回
答
結
果
に
つ
い
て
、「
回
答

を
引
き
出
し
た
組
合
に
お
い
て
は
昨
年
獲
得

実
績
を
大
き
く
上
回
る
。
こ
れ
は
交
渉
を
残

す
組
合
に
大
き
な
期
待
を
与
え
る
も
の
だ
」

と
評
価
し
た
。
ま
た
、
相
原
会
長
は
、
大
手

メ
ー
カ
ー
が
昨
年
を
上
回
る
賃
金
改
善
分
を

引
き
出
し
た
こ
と
は
「
格
差
改
善
の
点
か
ら

も
評
価
で
き
る
」
と
し
、「
中
小
に
と
っ
て
ベ

ク
ト
ル
が
上
向
き
の
、
上
昇
感
あ
る
交
渉
に

向
け
た
環
境
が
整
っ
た
」
な
ど
と
述
べ
た
。

　

翌
一
九
日
の
会
見
で
日
本
自
動
車
工
業
会

の
池
史
彦
会
長
（
本
田
技
研
工
業
代
表
取
締

役
会
長
）
は
回
答
結
果
に
つ
い
て
「
今
回
の

春
闘
の
結
果
は
、
企
業
業
績
の
改
善
を
従
業

員
へ
還
元
し
、
そ
の
努
力
に
報
い
た
い
と
い

う
各
社
の
思
い
が
反
映
さ
れ
た
も
の
だ
」
と

の
見
方
を
示
し
た
う
え
で
、「
賃
上
げ
に
よ
っ

て
経
済
の
好
循
環
に
つ
な
げ
た
い
と
い
う
政

府
の
期
待
に
、
自
動
車
産
業
と
し
て
実
力
値

以
上
に
応
え
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
」
な

ど
と
述
べ
た
。

電
機

　

大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
労
組
を
は
じ
め
、
電

機
産
業
の
企
業
別
労
組
を
束
ね
る
電
機
連
合

の
有
野
正
治
委
員
長
は
昨
年
、
二
〇
一
四
春

闘
を
「
ま
っ
た
く
相
場
感
が
な
い
な
か
で
の

交
渉
だ
っ
た
」
と
表
し
た
。
昨
年
と
今
年
と

を
比
べ
た
場
合
の
も
っ
と
も
大
き
な
違
い
は
、

「
物
価
が
上
昇
局
面
に
あ
る
」（
有
野
委
員
長
）

と
い
う
点
。
そ
の
た
め
、
電
機
連
合
は
今
回
、

「
物
価
上
昇
を
考
え
る
と
昨
年
を
下
回
る
要

求
は
あ
り
え
な
い
」（
同
）
と
の
ス
タ
ン
ス
に

立
っ
て
要
求
基
準
を
策
定
し
た
。

　

電
機
連
合
の
賃
上
げ
交
渉
で
は
、
大
手

メ
ー
カ
ー
組
合
が
「
中

央
闘
争
組
合
」
を
形
成

し
、
中
闘
組
合
が
ス
ト

権
を
立
て
て
要
求
水
準
、

交
渉
日
程
か
ら
、
決
着

内
容
ま
で
足
並
み
を
揃

え
て
取
り
組
む
「
産
別

統
一
闘
争
」
を
展
開
す

る
。

　

電
機
連
合
は
今
回
の

中
闘
組
合
の
賃
上
げ
の

統
一
要
求
基
準（
開
発
・

設
計
職
基
幹
労
働
者
・

三
〇
歳
相
当
の
個
別
ポ

イ
ン
ト
要
求
）
に
つ
い

て
、
昨
年
要
求
基
準
の

「
四
〇
〇
〇
円
以
上
」

を
二
〇
〇
〇
円
上
回
る

「
六
〇
〇
〇
円
以
上
」

に
設
定
。
交
渉
の
ス

タ
ー
ト
地
点
は
、
六
〇

〇
〇
円
で
結
果
的
に
自

動
車
総
連
と
足
並
み
が

揃
う
形
と
な
っ
た
。
な

表１　2015 春季労使交渉の賃上げ・一時金回答（自動車総連、電機連合）

産別・企業・ 
労組名など 賃上げ回答 賃上げ回答の 

前年実績 一時金回答（年間） 一時金の前年実績

自動車総連
トヨタ 1万1300円 1万円 246万円（6.8カ月） 244万円（6.8カ月）

日産 平均賃金改訂原資（1
万1000円）

平均賃金改訂原資
（9500円） 5.7カ月 5.6カ月

本田技研 3400円（引き上げ分） 2200円（引き上げ分） 5.9カ月 5.9カ月
マツダ 賃金引き上げ1800円 賃金引き上げ1100円 5.5カ月 5.3カ月
三菱自工 賃金改善分2000円 賃金改善分2000円 5.5カ月 5.0カ月

スズキ

昇給制度維持分の昇
給と賃金改善を実施
する。賃金改善分は
組合員1人平均1600
円相当

標準的に昇格・昇進
した者の昇給額は、
昨年と同等水準を維
持する。賃金の改善
として800円

5.6カ月 5.5カ月

ダイハツ 賃金水準維持
＋賃金改善分1600円

賃金水準維持
＋賃金改善分800円 5.5カ月 5.5カ月

富士重工 賃金体系維持分＋賃
金改善分3300円相当

賃金体系維持分＋賃
金改善分2000円相当 6.0カ月 6.0カ月

いすゞ 3800円（引き上げ分） 2500円（引き上げ分） 6.0カ月 6.0カ月

日野 賃金改善分3000円 定期昇給分＋賃金表
改定分（2100円） 6.0カ月 6.0カ月

ヤマハ発動機 賃金改善分3500円 賃金改善分2000円 5.8カ月 5.5月

トヨタ車体 8900円（賃金制度維
持分＋賃金改善分）

賃金体系維持6500円
＋賃金改善分1000円 年5.78カ月 5.88カ月

カルソニックカン
セイ

平均賃金改訂原資
8200円

平均賃金改訂原資
6200円 年間5.1カ月 年間5.1カ月

曙ブレーキ工業 カーブ維持分＋賃金
改善1700円 6306円 年間4.5カ月＋12万

円 4.75カ月＋2万円

日本発条 賃金制度改定原資
8950円

賃金制度改定原資
8350円 5.5カ月+α 5.5カ月+α

日本特殊陶業 賃金改善分3300円 賃金改善分2200円 6.0カ月＋20万円 5.5カ月+α

電機連合

日立製作所

開発・設計職（30歳相
当）3000円

開発・設計職（30歳相
当）2000円

174万6316円
（5.72カ月）

170万612円
（5.62カ月）

三菱電機 168万9000円
（6.03カ月）

159万5000円
（5.74カ月）

富士電機 168万8000円
（5.25カ月）

159万1900円
（5.0カ月）

パナソニックグル
ープ労連 （業績連動方式） （業績連動方式）

東芝グループ連
合・東芝 （業績連動方式） （業績連動方式）

全富士通労連・富
士通 （業績連動方式） （業績連動方式）

ＮＥＣグループ連
合・日本電気 （業績連動方式） （業績連動方式）

OKIグループ連
合・沖電気工業

168万3000円
（5.10カ月）

147万1500円＋α
（4.5カ月＋α（0.1
カ月相当））

安川グループユニ
オン・安川電機 （業績連動方式） （業績連動方式）

明電舎 152万2050円
（5.0カ月）

142万2625円
（4.7カ月）

村田製作所 （業績連動方式） （業績連動方式）
オムロン （業績連動方式） （業績連動方式）



特集―2015春季労使交渉の動向

Business Labor Trend 2015.6

8

お
、
今
回
の
闘
争
か
ら
、
村
田
製
作
所
労
組

が
電
機
連
合
の
中
闘
組
合
に
加
わ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
た
だ
、
そ
の
一
方
で
業
績
不
振
の

シ
ャ
ー
プ
が
三
年
連
続
で
統
一
闘
争
を
離
脱

し
た
。

　

二
月
二
三
日
に
開
催
さ
れ
た
最
初
の
中
央

闘
争
委
員
会
で
有
野
委
員
長
は
、「
今
次
闘
争

の
意
義
は
、
わ
れ
わ
れ
の
要
求
の
実
現
を
通

し
て
、
電
機
産
業
で
働
く
す
べ
て
の
人
に
そ

の
結
果
を
波
及
さ
せ
、
デ
フ
レ
脱
却
と
経
済

の
好
循
環
に
向
け
、
物
価
上
昇
局
面
に
あ
る

な
か
で
実
質
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
だ
。
電

機
産
業
労
使
に
与
え
ら
れ
た
社
会
的
責
任
は

昨
年
以
上
に
重
い
も
の
が
あ
り
、
結
果
が
求

め
ら
れ
る
」
と
挨
拶
し
、
賃
上
げ
に
対
す
る

労
使
の
社
会
的
責
任
を
一
層
、
強
調
し
た
。

　

大
手
組
合
は
二
月
一
八
日
か
ら
一
九
日
に

か
け
て
要
求
書
を
会
社
側
に
提
出
し
、
交
渉

が
始
ま
っ
た
。

　

電
機
連
合
本
部
と
、
電
経
連
（
電
機
・
電

子
・
情
報
通
信
産
業
経
営
者
連
盟
、
理
事
長

＝
藤
田
正
美
・
富
士
通
副
社
長
）
に
加
盟
す

る
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、
日
立
製
作
所
、
東
芝
、

富
士
通
、
日
本
電
気
、
三
菱
電
機
の
六
社
の

労
務
担
当
役
員
は
毎
年
、
春
季
交
渉
期
間
中

に
数
度
に
わ
た
る
産
別
労
使
交
渉
を
行
う
。

二
月
二
三
日
の
初
交
渉
で
、
電
機
連
合
側
は
、

継
続
し
た
賃
上
げ
に
よ
り
経
済
の
好
循
環
実

現
の
流
れ
を
生
み
出
す
こ
と
の
重
要
性
を
強

調
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
経
営
側
は
、「
経

済
の
好
循
環
実
現
に
向
け
て
、
電
機
産
業
と

し
て
引
き
続
き
貢
献
す
る
こ
と
の
重
要
性
に

つ
い
て
は
理
解
す
る
」
と
発
言
し
た
も
の
の
、

「
賃
上
げ
だ
け
が
唯
一
の
方
法
で
は
な
い
」

と
主
張
。
ま
た
、
昨
年
の
結
果
（
二
〇
〇
〇

円
の
賃
金
水
準
改
善
）
を
前
提
と
し
て
議
論

す
る
こ
と
を
拒
む
姿
勢
を
鮮
明
に
し
た
。

　

経
営
側
は
ま
た
、「
月
例
賃
金
の
引
き
上
げ

が
消
費
拡
大
に
本
当
に
つ
な
が
る
の
か
、
き

ち
ん
と
検
証
す
る
こ
と
が
必
要
」
と
反
論
。

物
価
の
と
ら
え
方
に
つ
い
て
も
、「
中
長
期
で

み
る
と
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
デ
フ
レ
時

代
を
経
て
、
昨
年
ま
で
に
物
価
は
三
％
以
上

下
が
っ
て
き
た
。
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
デ
フ

レ
時
代
で
も
各
社
労
使
で
の
真
摯
な
議
論
を

通
じ
て
、
定
期
昇
給
や
賃
金
体
系
維
持
を

行
っ
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
短
期
的
な
物

価
動
向
で
賃
上
げ
を
行
う
べ
き
な
の
か
疑
問

だ
」
と
し
て
、
物
価
上
昇
と
賃
上
げ
の
必
要

性
を
す
ぐ
に
結
び
つ
け
る
組
合
側
の
考
え
方

に
疑
義
を
呈
し
た
。

　

電
機
連
合
の
統
一
闘
争
で
は
、
中
闘
組
合

が
ス
ト
権
を
構
え
て
交
渉
す
る
た
め
、
統
一

回
答
日
が
あ
る
週
の
初
め
に
は
、
い
わ
ゆ
る

回
答
の
「
歯
止
め
基
準
」
を
決
定
す
る
必
要

が
あ
る
。
だ
が
、
統
一
回
答
日
の
前
週
の
第

三
回
中
闘
委
員
会
（
九
日
）
で
も
、
中
闘
組

合
か
ら
は
交
渉
が
い
ま
だ
膠
着
状
態
に
あ
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

日
立
労
組
は
、
会
社
側
が
、
月
例
賃
金
を

引
き
上
げ
る
こ
と
の
手
当
や
法
定
内
費
用
へ

の
跳
ね
返
り
が
将
来
的
な
コ
ス
ト
増
に
つ
な

が
る
と
主
張
し
て
賃
上
げ
に
慎
重
な
姿
勢
を

示
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
。
富
士
通
労
組
も
、

会
社
側
が
、
昨
年
の
賃
金
改
善
は
社
会
的
責

任
と
い
う
特
別
要
因
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ

り
、
身
の
丈
を
超
え
た
重
い
決
断
だ
っ
た
と

述
べ
て
い
る
と
し
、
二
年
連
続
の
賃
金
改
善

は
難
し
い
と
主
張
し
て
い
る
と
報
告
し
た
。

　

経
営
側
の
姿
勢
に
変
化
が
み
ら
れ
た
の
は
、

そ
の
日
の
午
後
に
開
か
れ
た
第
三
回
産
別
労

使
交
渉
。
こ
の
場
で
経
営
側
は
、
物
価
上
昇

が
「
組
合
員
の
生
活
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を

与
え
て
い
る
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
」
と
し
、

ま
た
、
デ
フ
レ
脱
却
と
経
済
の
好
循
環
実
現

へ
の
貢
献
と
し
て
、「
月
例
賃
金
の
引
き
上
げ

も
そ
の
選
択
肢
の
一
つ
で
あ
る
」
と
一
歩
踏

み
込
ん
だ
発
言
を
行
っ
た
。

　

一
四
日
に
最
後
の
産
別
労
使
交
渉
が
開
催

さ
れ
、
終
了
後
に
会
見
し
た
藤
田
電
経
連
理

事
長
は
、「
電
機
産
業
と
し
て
も
、
経
済
再
生

に
向
け
て
引
き
続
き
貢
献
し
て
い
く
こ
と
は

必
要
と
考
え
る
」
と
述
べ
る
一
方
、
賃
金
交

渉
に
つ
い
て
、「
二
年
連
続
の
大
幅
な
水
準
改

善
要
求
で
あ
り
、
短
期
的
な
物
価
上
昇
の
み

を
根
拠
と
す
る
こ
と
で
よ
い
の
か
。
継
続
的

な
成
長
と
い
う
観
点
か
ら
の
検
討
も
必
要

だ
」
な
ど
と
慎
重
な
コ
メ
ン
ト
に
終
始
し
た
。

　

電
機
連
合
は
、
週
が
明
け
た
月
曜
日
（
一

六
日
）
に
開
か
れ
た
中
闘
委
員
会
で
、
賃
金

に
関
す
る
最
終
的
な
妥
結
の
歯
止
め
基
準
を
、

昨
年
獲
得
実
績
を
一
〇
〇
〇
円
超
え
る
「
三

〇
〇
〇
円
の
水
準
改
善
」
と
決
定
。
闘
争
回

避
基
準
を
満
た
さ
な
い
場
合
に
は
、
統
一
回

答
日
翌
日
の
一
九
日
終
業
時
か
ら
無
期
限
の

時
間
外
・
休
日
出
勤
拒
否
を
決
行
す
る
こ
と

も
申
し
合
わ
せ
た
。

　

一
八
日
の
統
一
回
答
日
、
最
終
的
に
は
組

合
の
投
げ
た
ボ
ー
ル
を
経
営
側
が
受
け
取
り
、

す
べ
て
の
中
闘
組
合
が
三
〇
〇
〇
円
の
賃
金

水
準
改
善
の
回
答
を
受
け
取
っ
た
（
表
1
）。

　

同
日
の
金
属
労
協
本
部
で
の
会
見
で
有
野

委
員
長
は
「
電
機
産
業
労
使
と
し
て
、
社
会

的
な
責
任
、
役
割
を
ど
う
果
た
し
て
い
く
の

か
、
昨
年
と
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
受
け
た
交
渉
だ
っ
た
」
と
振
り
返

り
な
が
ら
、
三
〇
〇
〇
円
と
い
う
回
答
結
果

に
つ
い
て
「
役
割
は
一
定
程
度
果
た
せ
た
」

と
評
価
す
る
と
と
も
に
、「
経
済
に
直
接
影
響

を
与
え
る
物
価
の
面
で
、（
経
営
側
と
）
考
え

方
が
合
っ
た
こ
と
は
今
後
の
闘
争
に
も
影
響

が
あ
る
と
思
う
」
と
今
回
の
交
渉
の
成
果
を

強
調
し
た
。

　

一
方
で
、「
た
だ
、（
賃
金
改
善
の
）
水
準
論

議
は
別
問
題
で
、
経
営
側
は
昨
年
実
績
の
上

に
ま
た
い
く
ら
上
が
る
と
、
昨
年
か
ら
引
き

ず
り
で
み
て
経
営
に
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
と

主
張
し
た
」
と
し
、
中
闘
企
業
全
体
で
は
売

り
上
げ
自
体
が
伸
び
て
い
な
い
な
か
で
、
経

営
側
が
昨
年
の
水
準
改
善
実
績
で
あ
る
二
〇

〇
〇
円
と
今
年
の
三
〇
〇
〇
円
を
足
し
合
わ

せ
、
昨
年
の
交
渉
前
か
ら
考
え
れ
ば
五
〇
〇

〇
円
の
賃
金
水
準
改
善
と
な
る
こ
と
の
（
手

当
等
へ
の
跳
ね
返
り
も
含
め
た
）
影
響
を
懸

念
し
た
こ
と
も
、
交
渉
が
難
航
し
た
一
因
と

な
っ
た
と
の
見
方
を
示
し
た
。

　

今
回
の
交
渉
で
中
闘
組
合
は
ま
た
、
産
業

別
最
低
賃
金
（
一
八
歳
見
合
い
・
企
業
内
最

低
賃
金
）
の
締
結
額
を
四
〇
〇
〇
円
引
き
上

げ
て
一
六
万
五
〇
〇
円
に
す
る
こ
と
を
要
求

し
て
い
た
が
、二
〇
〇
〇
円
の
引
き
上
げ（
一

五
万
八
五
〇
〇
円
）
で
決
着
し
た
。
電
機
連

合
で
は
、
中
闘
組
合
の
平
均
の
月
間
所
定
内

時
間
を
ベ
ー
ス
に
考
え
る
と
時
給
換
算
で
約

一
〇
二
〇
円
と
な
る
と
し
、
一
〇
〇
〇
円
を

超
え
る
水
準
に
達
し
た
。

金
属
・
機
械

　

金
属
・
機
械
関
連
の
中
小
労
組
を
多
く
抱

え
る
産
別
労
組
の
Ｊ
Ａ
Ｍ
に
加
盟
す
る
大
手

組
合
で
は
、
個
別
事
情
で
業
績
不
振
の
メ
ー

カ
ー
を
除
け
ば
お
お
む
ね
、
昨
年
実
績
を
一

〇
〇
〇
円
程
度
～
二
〇
〇
〇
円
以
上
、
上
回

る
賃
金
改
善
分
を
獲
得
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
Ｍ
の
今
春
闘
の
賃
上
げ
要
求
基
準
は
、

賃
金
構
造
維
持
分
プ
ラ
ス
賃
金
水
準
の
引
き

上
げ
額
と
し
て
「
過
年
度
物
価
上
昇
分
と
生

活
改
善
分
を
勘
案
し
て
九
〇
〇
〇
円
」（
平
均

方
式
で
）。
金
属
労
協
傘
下
の
他
産
別
（
ほ

ぼ
二
％
分
の
要
求
基
準
）
と
は
違
い
、
過
年

度
物
価
上
昇
分
（
三
％
程
度
）
の
要
素
を
明
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確
に
要
求
基
準
に
盛
り
込
ん
だ
。

　

Ｊ
Ａ
Ｍ
で
は
、
大
手
で
交
渉
の
リ
ー
ド
役

と
な
る
単
組
で
、
金
属
労
協
の
集
中
回
答
日

で
あ
る
三
月
一
八
日
ま
で
に
回
答
を
引
き
出

す
組
合
を
「
Ａ
グ
ル
ー
プ
」
と
位
置
付
け
、

そ
れ
に
準
ず
る
単
組
で
集
中
回
答
日
の
あ
る

週
内
に
回
答
を
引
き
出
す
組
合
を
「
Ｂ
グ

ル
ー
プ
」、
三
月
の
月
内
に
決
着
を
め
ざ
す

単
組
を
「
Ｃ
グ
ル
ー
プ
」
と
し
て
、
こ
れ
ら

の
組
合
が
先
行
し
て
交
渉
し
、
相
場
波
及
を

図
っ
て
い
る
。
今
年
の
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
あ
る

一
一
単
組
は
一
八
日
夕
方
ま
で
に
す
べ
て
回

答
を
引
き
出
し
た
。

　

Ａ
グ
ル
ー
プ
組
合
の
賃
上
げ
分
の
回
答
状

況
を
み
る
と
、
オ
ー
ク
マ
が
三
〇
歳
銘
柄
で

ベ
ア
九
〇
〇
〇
円
の
組
合
要
求
に
対
し
、
回

答
は
平
均
で
ベ
ア
二
二
八
五
円
（
ベ
ア
の
前

年
比
は
一
三
八
円
増
）、
島
津
が
三
五
歳
銘

柄
で
ベ
ア
約
九
〇
〇
〇
円
の
要
求
に
対
し
、

回
答
は
平
均
で
ベ
ア
三
〇
〇
〇
円
（
同
一
〇

〇
〇
円
増
）、
ア
ズ
ビ
ル
は
平
均
で
ベ
ア
三

八
三
〇
円
の
満
額
回
答（
同
二
一
八
〇
円
増
）

と
な
っ
た
。

　

シ
チ
ズ
ン
は
ベ
ア
九
〇
二
七
円
の
要
求
に

対
し
て
臨
時
昇
給
平
均
二
八
〇
四
円
（
昨
年

は
ベ
ア
な
し
で
、
一
時
金
で
特
別
加
算
）、

ジ
ー
エ
ス
・
ユ
ア
サ
は
三
五
歳
銘
柄
で
ベ
ア

九
〇
〇
〇
円
を
求
め
た
の
に
対
し
回
答
は
平

均
で
ベ
ア
二
〇
〇
〇
円（
同
一
〇
〇
〇
円
増
）、

Ｎ
Ｔ
Ｎ
は
三
〇
歳
銘
柄
で
ベ
ア
九
〇
〇
〇
円

の
要
求
に
対
し
三
〇
歳
標
準
労
働
者
の
ベ
ア

一
九
〇
〇
円
（
同
九
〇
〇
円
増
）。

　

日
本
精
工
は
三
五
歳
銘
柄
で
制
度
改
定
分

を
含
む
九
〇
〇
〇
円
の
引
き
上
げ
要
求
に
対

し
、
回
答
は
三
五
歳
標
準
労
働
者
で
住
宅
手

当
改
定
原
資
を
含
む
引
き
上
げ
額
三
八
〇
〇

円
と
、
手
当
分
を
含
む
内
容
で
折
り
合
っ
た
。

　

コ
マ
ツ
は
賃
金
改
善
九
〇
〇
〇
円
（
再
雇

用
社
員
・
非
正
規
社
員
分
含
む
）
の
要
求
に

対
し
て
回
答
は
賃
金
改
善
分
二
五
〇
〇
円

（
同
一
一
〇
〇
円
減
）
で
、
別
原
資
と
し
て

再
雇
用
社
員
、
非
正
規
社
員
の
改
善
も
獲
得

し
た
。
ヤ
ン
マ
ー
は
賃
金
改
善
九
〇
〇
〇
円

の
要
求
に
対
し
て
回
答
は
賃
金
改
善
二
〇
〇

〇
円
（
同
五
〇
〇
円
増
）
と
な
っ
た
。

　

農
機
関
連
は
、
消
費
税
導
入
前
の
駆
け
込

み
需
要
後
、
販
売
が
不
振
の
こ
と
も
あ
り
、

国
内
ビ
ジ
ネ
ス
の
ウ
ェ
ー
ト
が
高
い
井
関
農

機
は
ベ
ア
ゼ
ロ
に
終
わ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し

て
、
海
外
に
も
広
く
展
開
す
る
ク
ボ
タ
は
、

平
均
で
「
定
期
月
俸
改
定
額
＋
Ｔ
職
（
テ
ク

ニ
カ
ル
職
）賃
金
改
善
を
含
む
九
〇
〇
〇
円
」

の
要
求
に
対
し
賃
金
改
善
二
七
〇
〇
円
（
同

三
〇
〇
円
減
）
で
決
着
し
た
（
表
２
）。

表２　基幹労連、JAM
産別・企業・労組名

など 賃上げ回答 賃上げ回答の 
前年実績 一時金回答（年間） 一時金の前年実績

基幹労連
新日鐵住金

2014年度1000円
2015年度1000円を
基本に2年で2000円

（業績連動方式） 161万円
ＪＦＥスチール （業績連動方式） 140万円
神戸製鋼所 （業績連動方式） 135万円
日新製鋼 （業績連動方式） 125万円
大同特殊鋼 （業績連動方式） （業績連動方式）
愛知製鋼 151万円 136万円

三菱重工 59万円＋4カ月＋生
産協力金3万円 53万円＋4カ月

川崎重工 （業績連動方式） 5.62カ月
ＩＨＩ 5.43カ月 5.11カ月
住友重機 5.3カ月 4.95カ月

三井造船
4.5カ月（事業構造改
革推進協力金0.5カ
月分含む）

4.0カ月＋特別協力
金5万円

日立造船 12万円＋4カ月 10万円＋4カ月
三菱マテリアル （業績連動方式） （業績連動方式）
住友金属鉱山 2014年度3000円、2015年度1000円程度 207万円 184万円
三井金属 年収増7万6000円 年収増9万2000円 （年収管理） 155万円

ＤＯＷＡ 2014年度1000円、2015年度1000円を基本に
2年で2000円 （業績連動方式） 167万4000円

JX日鉱日石金属 2014年度約3000円、2015年度約1000円 （業績連動方式） 169万5000円
注）�基幹労連は 2年サイクルで春季交渉を行っており、大手総合組合は 2014 春闘で 2014、15年度の賃金改善につい
て労使交渉した。2015 春闘では、一時金と格差改善を中心に労使交渉している。

産別・企業・労組名
など 賃上げ回答 賃上げ回答の 

前年実績 一時金回答（年間） 一時金の前年実績

JAM

オークマ 構造維持分5869円＋
ベア2285円

構造維持分5934円＋
ベア是正2147円

134万1140円（年間
5.1カ月分相当） 108万2750円

島津 構造維持分5652円＋
ベア3000円

構造維持分5681円＋
ベア2000円 （業績連動方式） （業績連動方式）

アズビル 構造維持分5170円＋
改善3830円

構造維持分5285円＋
改善1650円 （業績連動方式） （業績連動方式）

シチズン 定期昇給実施、臨時
昇給平均2804円

構造維持分5871円　
※ （夏季取り組み） （夏季取り組み）

ジーエス・ユアサ 構造維持分5849円
ベア2000円

構造維持分5862円＋
ベア1000円 5.2カ月 5.12カ月

ＮＴＮ 30歳ベア1900円 30歳ベア1000円 5.3カ月 4.2カ月+7万円

日本精工
35歳ベア3800円
（住宅手当改定原資
含む）

35歳ベア2600円 （業績連動方式） 5.8カ月

クボタ労連
定期月俸改定額（約
6700円）＋賃金改善
2700円

定期月俸改定額＋
賃金改善3000円 210万円 210万円＋2万円

コマツユニオン

構造維持分6400円＋
賃金改善2500円
（別原資で、再雇用社
員、非正規の改善）

構造維持分6400円＋
ベア改善3600円 （業績連動方式） 6.23カ月

ヤンマー 構造維持分6907円+
賃金改善2000円

構造維持分6911円+
賃金改善1500円 5.303カ月 5.5カ月

井関農機 構造維持分6132円 30歳ベア1200円 3.07カ月 3.94カ月

ボッシュ 構造維持分4800円+
ベア3000円

構造維持分5200円+
ベア2000円 業績連動 業績連動

NOKグループユ
ニオン

構造維持分6145円+
ベア3500円

構造維持分5773円+
ベア3000円 5.3カ月（170万円） 5.3カ月

（167万5000円）

カシオ労連 構造維持分4683円+
ベア3500円

構造維持分4940円+
ベア2000円

5.45カ月
（202万2000円）

5.2カ月
（193万360円）

全矢崎 構造維持分6000円+
ベア2800円

構造維持分6500円+
ベア2366円 5.02カ月（156万円） 4.97カ月（152万円）

東芝機械 構造維持分5200円+
ベア1500円

構造維持分5350円+
ベア1330円 4.5カ月 4.2カ月

小糸製作所 構造維持分5187円+
ベア1200円

構造維持分5220円+
ベア1000円 5.8カ月 5.5カ月

ダイキン工業 平均9500円 平均8000円 5.66カ月 5.33カ月+10万円
（90周年祝い金）
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Ｂ
、
Ｃ
グ
ル
ー
プ
で
も
三
〇
〇
〇
円
台
の 

賃
金
改
善
分
を
獲
得

　

こ
う
し
た
先
行
組
合
の
回
答
状
況
に
つ
い

て
眞
中
会
長
は
、
金
属
労
協
本
部
で
の
会
見

の
な
か
で
、「
Ｊ
Ａ
Ｍ
の
な
か
に
お
け
る
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
労
組
の
役
割
な
ら
び
に
Ｊ
Ｃ
共
闘

組
織
と
し
て
の
役
割
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

一
定
の
成
果
を
上
げ
た
と
思
っ
て
い
る
」
な

ど
と
述
べ
た
。

　

一
方
、
全
矢
崎
や
ダ
イ
キ
ン
工
業
な
ど
Ｂ

グ
ル
ー
プ
一
八
単
組
の
回
答
を
み
る
と
、
Ｎ

Ｏ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
ユ
ニ
オ
ン
や
ボ
ッ
シ
ュ
な
ど
、

三
〇
〇
〇
円
以
上
の
賃
金
改
善
分
を
獲
得
し

て
い
る
組
合
も
あ
る
一
方
、
二
〇
〇
〇
円
台

で
妥
結
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
目
立
つ
。

　

Ｃ
グ
ル
ー
プ
で
も
、
オ
イ
レ
ス
が
賃
金
改

善
分
三
三
〇
〇
円
を
獲
得
。
オ
ー
エ
ス
ジ
ー

や
不
二
越
な
ど
も
三
〇
〇
〇
円
台
の
賃
金
改

善
分
を
獲
得
し
て
い
る
。

　

Ｊ
Ａ
Ｍ
本
部
が
三
月
末
で
ま
と
め
た
グ

ル
ー
プ
別
の
回
答
平
均
を
み
る
と
、
Ａ
グ

ル
ー
プ
は
ベ
ア
二
七
〇
四
円
で
、
構
造
維
持

分
も
含
め
た
賃
上
げ
額
全
体
で
は
八
五
一
三

円
、
Ｂ
グ
ル
ー
プ
が
ベ
ア
二
六
八
三
円
で
、

賃
上
げ
額
全
体
で
は
八
一
五
六
円
、
Ｃ
グ

ル
ー
プ
が
ベ
ア
一
七
七
八
円
で
、
賃
上
げ
額

全
体
で
は
七
一
七
〇
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ｊ
Ａ
Ｍ
本
部
の
回
答
状
況
報
告
（
四
月
二

〇
日
現
在
）
に
よ
る
と
、
一
〇
〇
〇
人
以
上

の
組
合
だ
け
で
み
た
平
均
賃
上
げ
の
妥
結
額

は
七
六
八
八
円
で
、
妥
結
額
の
同
一
単
組
で

の
前
年
比
は
九
七
五
円
増
と
ほ
ぼ
一
〇
〇
〇

円
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
い
る
。
三
〇
〇
〇
人
以

上
で
み
る
と
、
妥
結
額
は
八
三
六
九
円
で
、

前
年
比
は
八
八
七
円
。
な
お
、
年
間
一
時
金

の
妥
結
平
均
は
四
・
四
九
カ
月
で
、
同
一
単

組
で
の
前
年
比
は
〇
・
一
二
カ
月
増
と
な
っ

て
い
る
。

電
線

　

電
線
関
係
の
組
合
を
組
織
す
る
全
電
線
は
、

今
春
闘
で
加
盟
三
四
単
組
中
三
二
単
組
が
賃

上
げ
を
要
求（
昨
年
は
三
一
単
組
）し
、
三
月

末
ま
で
に
す
べ
て
収
束
し
た
。
賃
金
構
造
維

持
分
は
、
賃
金
制
度
上
の
実
施
が
確
認
さ
れ

た
と
こ
ろ
も
含
め
て
全
単
組
が
確
保
。
賃
金

引
き
上
げ
の
回
答
を
得
た
の
は
、
昨
年
の
一

二
単
組
か
ら
二
三
単
組
に
増
加
し
て
お
り
、

賃
上
げ
水
準
は
単
純
平
均
で
一
五
九
二
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

大
手
労
組
の
要
求
と
集
中
回
答
日
ま
で
に

会
社
か
ら
示
さ
れ
た
回
答
（
表
３
）
を
み
る

と
、
住
友
電
工
労
組
は
三
五
歳
技
能
職
・
標

準
労
働
者
の
ポ
イ
ン
ト
で
六
一
四
〇
円（
二
・

〇
％
）
を
要
求
し
、
昨
春
闘
よ
り
五
〇
〇
円

高
い
二
五
〇
〇
円（
各
人
一
律
二
五
〇
〇
円
）

の
引
き
上
げ
で
妥
結
し
た
。
古
河
電
工
労
組

と
フ
ジ
ク
ラ
労
組
も
同
ポ
イ
ン
ト
で
六
〇
〇

〇
円
を
要
求
。
古
河
電
工
労
組
は
前
年
比
五

〇
〇
円
増
の
平
均
一
五
〇
〇
円
、
昨
年
ゼ
ロ

回
答
だ
っ
た
フ
ジ
ク
ラ
労
組
は
一
〇
〇
〇
円

の
引
き
上
げ
で
妥
結
し
た
。
昭
和
電
線
労
組

と
三
菱
電
線
労
組
は
、
今
春
闘
で
の
賃
上
げ

要
求
は
見
送
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
の
み
で
賃
金

引
き
上
げ
が
で
き
な
か
っ
た
単
組
の
な
か
に

は
、「
若
年
人
材
の
確
保
を
念
頭
に
初
任
給
の

引
き
上
げ
が
図
ら
れ
た
単
組
や
、
特
定
層
の

賃
金
水
準
改
善
、
次
世
代
育
成
支
援
に
関
連

す
る
手
当
の
新
設
や
増
設
が
な
さ
れ
た
単
組

が
あ
る
」
と
い
う
。

　

一
方
、
一
時
金
は
、
月
数
の
単
純
平
均
で

年
間
三
・
七
六
カ
月
と
な
り
、
こ
ち
ら
も
前

年
比
〇
・
〇
二
カ
月
プ
ラ
ス
。
金
属
労
協
が

ミ
ニ
マ
ム
基
準
に
設
定
し
て
い
る
年
間
四
カ

月
を
ク
リ
ア
し
た
単
組
も
前
年
よ
り
三
単
組

増
え
て
一
七
単
組
に
な
っ
た
。

　

全
電
線
は
、
今
春
闘
で
「
定
期
昇
給
を
は

じ
め
と
す
る
賃
金
構
造
維
持
分
の
確
保
」
を

図
っ
た
う
え
で
、
賃
金
引
き
上
げ
に
取
り
組

む
と
し
、
具
体
的
な
賃
上
げ
要
求
を
、「
三
五

歳
標
準
労
働
者
賃
金
で
六
〇
〇
〇
円
以
上
を

個
別
賃
金
方
式
で
要
求
す
る
」
と
し
て
い
た
。

化
学
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

化
学
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
産
業
の
労
組
で

つ
く
る
Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
は
今
春
闘
で
「
す
べ
て

の
組
合
が
昨
年
を
上
回
る
二
％
以
上
の
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
・
賃
上
げ
に
取
り
組
み
、
月
例
賃

金
の
引
き
上
げ
を
め
ざ
す
」
と
し
た
う
え
で
、

賃
金
水
準
の
状
況
に
応
じ
て
一
％
を
目
安
に

原
資
を
引
き
出
す
こ
と
で
「
職
場
の
す
べ
て

の
労
働
者
の
格
差
是
正
・
底
上
げ
の
取
り
組

み
を
進
め
る
」
賃
上
げ
方
針
を
掲
げ
た
。

　

四
月
六
日
現
在
の
要
求
集
計
を
み
る
と
、

報
告
の
あ
っ
た
一
七
七
組
合
の
う
ち
一
六
四

組
合
（
組
合
員
六
万
八
二
〇
〇
人
）
が
要
求

し
て
お
り
、
要
求
額
は
単
純
平
均
で
八
七
〇

一
円
（
率
に
し
て
三
・
二
二
％
、
一
六
四
組

合
に
つ
い
て
集
計
）
で
、
賃
上
げ
分
は
四
六

七
七
円
（
同
一
・
七
二
％
、
一
四
五
組
合
、

五
万
九
一
八
三
人
）。
加
重
平
均
で
は
、
要

求
額
九
九
〇
〇
円
（
三
・
一
七
％
）
で
、
賃

上
げ
分
は
四
七
三
五
円
（
一
・
五
六
％
）
に

な
る
。
前
年
同
時
期
と
比
べ
る
と
、「
賃
上
げ

を
要
求
し
た
組
合
は
、
昨
年
は
七
五
％
ほ
ど

だ
っ
た
が
、
今
年
は
九
割
弱
に
ま
で
増
え
て

い
た
」（
葉
葺
龍
・
組
織
政
策
局
部
長
）
と
い

う
。

　

そ
の
う
え
で
、
同
日
時
点
の
回
答
状
況
に

目
を
移
す
と
、回
答
を
得
た
一
〇
七
組
合（
五

万
九
二
六
人
）
の
う
ち
、
妥
結
し
た
七
八
組

合
（
四
万
六
〇
三
二
人
）
の
妥
結
額
は
単
純

平
均
六
二
二
三
円
（
二
・
二
一
％
）、
加
重

平
均
七
六
二
九
円
（
二
・
三
一
％
）。
昨
年

同
時
期
（
三
月
三
一
日
）
の
集
計
と
比
べ
る

と
、
妥
結
組
合
は
一
三
組
合
（
一
万
五
〇
七

九
人
）
多
く
、
妥
結
額
も
単
純
平
均
で
二
九

〇
円
（
〇
・
二
一
㌽
）、
加
重
平
均
で
一
〇

五
二
円
（
〇
・
二
六
㌽
）
高
い
。

　

こ
の
う
ち
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
や
手
当
、
格

差
是
正
等
の
賃
上
げ
回
答
を
得
た
四
七
組
合

（
四
万
六
〇
三
二
人
）
の
賃
上
げ
額
に
つ
い

て
は
、
単
純
平
均
は
一
五
〇
一
円
（
〇
・
五

八
％
）、
加
重
平
均
は
一
五
六
二
円
（
〇
・

四
八
％
）。
前
年
同
期
（
二
三
組
合
、
一
万

一
二
〇
七
人
）
に
比
べ
、
組
合
数
は
二
倍
、

組
合
員
数
は
三
倍
強
に
な
っ
て
お
り
、
賃
上

げ
額
も
単
純
平
均
で
一
七
五
円
、
加
重
平
均

で
は
九
〇
円
多
い
。
一
般
的
に
、
回
答
を
得

る
組
合
が
増
え
る
に
つ
れ
て
、
全
体
の
賃
上

げ
額
は
下
が
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
う
し
た
な

か
、「
回
答
組
合
数
が
か
な
り
増
加
し
て
も
、

昨
年
を
上
回
る
水
準
に
あ
る
こ
と
に
重
み
が

あ
る
」（
黒
田
正
和
・
事
務
局
長
）
と
す
る
。

　

ま
た
、「
生
活
保
障
を
強
め
る
」
観
点
か
ら

ミ
ニ
マ
ム
要
求
基
準
を
年
間
四
カ
月
に
設
定

し
て
い
た
年
間
一
時
金
は
、
四
月
六
日
時
点

で
五
五
組
合
（
三
万
五
六
二
一
人
）
が
、
単

純
平
均
四
・
八
〇
カ
月
（
一
五
三
万
六
七
八

一
円
）、
加
重
平
均
五
・
三
二
カ
月
（
一
六

九
万
七
九
〇
九
円
）
の
回
答
を
引
き
出
し
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
、
黒
田
事
務
局

長
は
、「
今
年
は
、
昨
年
様
子
見
し
て
い
た
と

こ
ろ
も
、
賃
上
げ
要
求
し
よ
う
と
の
機
運
が

高
ま
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
賃
上
げ
回
答
が

出
た
単
組
も
相
当
増
え
た
。
部
会
ご
と
に
み

る
と
、
稼
働
率
が
高
ま
っ
て
い
る
セ
メ
ン
ト

や
自
動
車
関
連
の
回
答
が
波
及
す
る
塗
料
な

ど
で
、
業
績
に
応
じ
た
賃
上
げ
回
答
が
出
て
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い
る
。
た
だ
、
今
回
は
業
績
が
良
く
な
く
て

も
回
答
を
引
き
出
し
た
と
こ
ろ
も
み
ら
れ
る
。

石
油
や
化
学
は
円
安
な
ど
の
影
響
で
厳
し
い

面
も
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
中
小
を
含
め
、
賃

金
の
社
会
性
を
意
識
し
た
賃
上
げ
回
答
が
出

て
い
る
」
と
み
て
い
る
。

　

情
報
公
開
し
て
い
る
主
な
単
組
の
賃
上
げ

回
答
（
表
３
）
を
み
る
と
、
化
学
部
会
の
富

士
フ
ィ
ル
ム
が
平
均
方
式
で
三
〇
〇
〇
円
、

日
油
が
一
二
〇
〇
円
、
本
州
化
学
が
九
〇
四

円
、
中
小
部
会
の
大
星
ビ
ル
管
理
が
一
五
〇

〇
円
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
セ
メ
ン
ト
部

会
の
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
も
組
合
平
均
で
一
一

五
〇
円
の
賃
上
げ
回
答
を
得
て
い
る
な
ど
、

概
ね
一
〇
〇
〇
円
強
の
賃
上
げ
を
獲
得
。
こ

う
し
た
賃
上
げ
結
果
が
、
産
別
内
で
広
が
り

を
み
せ
て
い
る
と
い
う
。

ゴ
ム

　

ゴ
ム
連
合
は
今
春
闘
で
、
大
手
・
中
小
に

か
か
わ
ら
ず
、「
定
昇
・
賃
金
カ
ー
ブ
の
維
持

分
の
確
保
を
前
提
と
し
、
過
年
度
物
価
上
昇

に
伴
い
実
質
賃
金
が
低
下
傾
向
に
あ
る
こ
と
、

労
働
生
産
性
を
考
慮
し
た
企
業
収
益
の
適
正

な
配
分
、
経
済
の
好
循
環
を
実
現
し
て
い
く

社
会
的
役
割
を
踏
ま
え
、
自
社
の
企
業
動
向

を
勘
案
し
た
う
え
で
二
％
以
上
を
目
安
に
積

極
的
に
賃
上
げ
を
求
め
て
い
く
」
方
針
を
掲

げ
た
。

　

組
合
員
一
〇
〇
〇
人
以
上
の
大
手
労
組
の

主
立
っ
た
と
こ
ろ
の
要
求
と
回
答
の
内
訳
を

み
る
と
、
個
別
Ｂ
方
式
で
要
求
を
組
ん
だ
ブ

リ
ヂ
ス
ト
ン
は
、
定
昇
相
当
分
五
六
〇
〇
円

と
「
若
年
層
を
中
心
と
す
る
賃
金
水
準
の
製

造
業
上
位
に
向
け
た
労
使
で
の
継
続
的
な
検

討
と
課
題
の
改
善
」
を
求
め
、
定
昇
相
当
分

の
確
保
に
加
え
て
「
若
年
層
の
賃
金
水
準
の

改
善
と
し
て
、
組
合
員
一
人
平
均
二
〇
〇
〇

円｣

の
回
答
と
な
っ
た
。
昨
年
も
同
様
の
表

現
で
一
五
〇
〇
円
の
賃
金
改
善
を
得
て
お
り
、

目
標
に
し
て
い
る
製
造
業
上
位
の
賃
金
水
準

に
向
け
て
、
昨
年
と
異
な
る
層
に
原
資
を
配

分
す
る
見
通
し
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
イ
ノ
ア
ッ
ク
（
八
六
〇
〇
円
：
定

昇
相
当
分
五
一
〇
〇
円
＋
賃
上
げ
分
三
五
〇

〇
円
の
要
求
）
は
、
定
昇
相
当
分
＋
賃
金
改

善
分
平
均
一
〇
〇
〇
円
に
加
え
て
役
付
手
当

と
扶
養
手
当
の
改
善
も
行
う
と
の
回
答
を
得

た
。
配
分
原
資
は
合
わ
せ
て
合
計
二
一
〇
〇

円
に
な
る
と
い
う
。
西
川
ゴ
ム
（
九
二
四
五

円
：
定
昇
相
当
分
五
七
〇
三
円
＋
賃
上
げ
分

三
五
四
二
円
）
は
、
定
昇
相
当
分
＋
一
〇
〇

〇
円
で
妥
結
し
た
。
免
震
装
置
ゴ
ム
の
デ
ー

タ
改
ざ
ん
問
題
に
揺
れ
る
東
洋
ゴ
ム
は
、
定

昇
相
当
分
四
一
〇
〇
円
に
加
え
、
賃
上
げ
分

産別・企業・労組名�
など 賃上げ回答 賃上げ回答の�

前年実績 一時金回答（年間） 一時金の前年実績

全電線

古河電工 平均1500円 平均1000円 4.10カ月（130万
3000円）

4.22カ月（132万
4000円）

住友電工 （35歳標労）2500円
（各人一律） （35歳標労）2000円 4.80カ月（155万

5200円）
4.74カ月（151万
6800円）

フジクラ （35歳標労）1000円 現行通り 4.30カ月（129万
2000円）

4.202カ月（124万
7000円）

ＪＥＣ連合

日油
賃金カーブ維持分
4600円＋賃上げ分
1200円

賃金カーブ維持分
4600円＋賃上げ分
1795円

別時期に確定 夏季85万1300円
（2.59カ月）

本州化学
賃金カーブ維持分
7146円＋賃上げ分
904円

賃金カーブ維持分
7025円＋賃上げ分
315円

夏季2.5カ月 年間167万9327円
（5.00カ月）

富士フィルム
賃金カーブ維持分
6800円＋賃上げ分
3000円

賃金カーブ維持分
6800円＋賃上げ分
2000円

業績反映による
労使協議

年間185万円
（5.00ヵ月）

太平洋セメント
定昇制度確認＋賃上
げ分1150円（組合平
均賃上げ回答）

定昇制度確認＋賃上
げ分1760円（35歳ポ
イント）

業績連動 年間183万円

大星ビル管理
賃金カーブ維持分
2701円＋賃上げ分
1500円

賃金カーブ維持分
3576円＋賃上げ分
500円

年間185万2300円
（5.63カ月）

175万円
（年間5.34カ月）

高砂塗料 賃金カーブ維持分
8200円

賃金カーブ維持分
8475円 別時期に確定 夏季87万2451円

（2.99カ月）

ゴム連合

横浜ゴム 賃金改善　平均�1040
円（0.38%）

賃金改善　平均�2560
円（0.94%） 151万円＋3万円 5.35カ月

東洋ゴム 4100円（35歳） 4100円（35歳） 4.9カ月＋業績加算 4.9カ月＋α（業績加
算）

住友ゴム 5164円（平均）＋賃金
改善平均3121円

4893円（平均）＋賃金
改善平均2864円

161万円＋業績配
分

155万円＋業績配
分（5.46ヵ月）

ブリヂストン
5600円（35歳）＋若年
層賃金水準の改善組
合員１人平均2000円

5600円（35歳）＋若年
層賃金改善組合員１
人平均1500円

180万円 166万円

バンドー化学

4891円（平均）
他、子に対する大学
入学一時金給付制度
導入（子１人あたり
30万円）

4905円（平均） 当年度完結業績連
動型一時金 業績連動

住友理工 賃金改善平均1009円
（0.35%）

賃金改善平均968円
（0.30%） 4.763カ月 4.775カ月

イノアック

5100円（35歳）＋賃金
改善分平均1000円、
その他役付手当・扶
養手当改善

5100円（35歳）＋賃金
改善分平均1300円 4.9カ月 5.0カ月

西川ゴム 5703円（35歳）＋賃金
改善平均1000円

5703円（35歳）＋賃金
改善平均2047円 5.0カ月 5.5カ月

NTT労組
持株グループ本部
（持株会社、コムウェア、
ファシリティーズ）

平均2400円（加給、成
果手当、扶養手当の
改定）

賃金改善1600円

134 .5万円 134 .5万円

ＮＴＴ東日本 134 .5万円 134 .5万円
ＮＴＴ西日本 134 .5万円 133 .7万円
NTTコミュニケー
ションズ 138 .7万円 138 .7万円

NTTドコモ 171 .8万円 180 .7万円
NTTデータ 164 .9万円 158 .9万円

ＪＰ労組

ＪＰ 1000円 1000円 年間3.8カ月 年間3.5�カ月＋
特別手当0.3カ月

運輸労連

全日通 5910円（1.7%） 5320円（1.5%） 年間112万円
（夏季55万円）

年間108万円
（夏季53万円）

ヤマト運輸 5253円（1.7%） 5636円（1.9%） 夏季57万円 夏季56万円

日立物流 8876円（2.9%） 8194円（2.7%） 年間166万4626円
（夏季83万2313円）

年間162万6358円
（夏季81万3179円）

交通労連
西濃運輸 4700円（1.76%） 4700円（1.78%）

表３　全電線等
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七
九
〇
〇
円
を
要
求
し
た
も
の
の
、
回
答
は

定
昇
相
当
分
の
実
施
の
み
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

ゴ
ム
連
合
で
は
、
個
別
賃
金
の
取
り
組
み

を
進
め
て
お
り
、
大
手
を
中
心
に
三
五
歳
ポ

イ
ン
ト
の
個
別
Ｂ
方
式
（
三
五
歳
の
一
歳
前

か
ら
の
定
昇
込
み
で
要
求
す
る
方
式
）
で
要

求
を
組
み
立
て
る
単
組
を
増
や
し
て
き
た
。

だ
が
、
今
年
は
平
均
賃
金
改
善
分
を
明
確
に

要
求
し
た
組
合
が
み
ら
れ
た
と
い
う
。

　

一
方
、
平
均
方
式
で
要
求
を
組
ん
だ
労
組

で
は
、
定
昇
相
当
分
の
制
度
実
施
を
確
認
済

み
の
横
浜
ゴ
ム
が
、
一
〇
四
〇
円
の
賃
上
げ

を
求
め
て
満
額
回
答
。
住
友
ゴ
ム
（
八
二
八

五
円
：
定
昇
相
当
分
五
一
六
四
円
＋
賃
上
げ

分
三
一
二
一
円
）
も
満
額
回
答
と
な
っ
て
い

る
。
住
友
理
工
は
一
九
五
四
円
の
賃
上
げ
要

求
に
対
し
、
一
〇
〇
九
円
で
決
着
し
た
（
表

３
）。Ｎ

Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
労
働
組
合
で
つ
く
る

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
働
組
合
は
三
月
一
八
日
、
月
例
賃

金
に
つ
い
て
、
加
給
、
成
果
手
当
お
よ
び
扶

養
手
当
を
改
定
し
、
一
人
平
均
二
四
〇
〇
円

を
引
き
上
げ
る
こ
と
な
ど
で
合
意
し
た
。
七

年
ぶ
り
の
改
定
と
な
っ
た
昨
年
（
一
六
〇
〇

円
）
を
八
〇
〇
円
上
回
っ
た
も
の
の
、「（
会

社
側
が
）『
一
律
的
な
賃
金
改
善
』
に
応
じ
る

考
え
は
な
い
と
の
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
一
方
、

（
組
合
側
は
）
実
質
賃
金
や
可
処
分
所
得
が

減
少
す
る
中
で
は
、『
ベ
ア
的
な
賃
金
改
善
』

は
行
う
必
要
が
あ
る
と
の
認
識
の
相
違
が
浮

き
彫
り
に
な
っ
た
」（
野
田
三
七
生
委
員
長
・

妥
結
時
コ
メ
ン
ト
）。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
は
、
グ
ル
ー
プ
主
要
八
社
に

対
し
て
基
準
内
賃
金
お
よ
び
成
果
手
当
で
六

〇
〇
〇
円
（
平
均
）
の
改
善
を
求
め
る
こ
と

な
ど
を
要
求
の
柱
に
据
え
、
ス
ト
ラ
イ
キ
権

を
確
立
し
て
交
渉
に
臨
ん
だ
。組
合
側
は「
資

格
賃
金
」
を
含
む
ベ
ア
的
要
素
の
改
善
に
こ

だ
わ
っ
た
も
の
の
、
会
社
側
は
「
社
会
的
要

請
は
認
識
し
つ
つ
も
、（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
が

増
収
・
減
益
の
中
に
あ
っ
て
は
）
持
続
的
な

事
業
基
盤
を
確
立
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重

要
」「
賃
金
改
善
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
社

員
を
対
象
と
し
た
一
律
的
な
対
処
に
は
応
じ

ら
れ
な
い
」
等
の
見
解
に
終
始
。
膠
着
状
態

に
陥
っ
た
が
、「
三
・
一
九
ス
ト
ラ
イ
キ
」
を

背
景
に
労
使
交
渉
を
重
ね
た
結
果
、
月
例
賃

金
に
つ
い
て
は
、
①
加
給
（
レ
ン
ジ
二
～
四

中
心
）
の
昇
給
額
や
上
限
額
の
改
定
分
と
し

て
一
人
平
均
七
〇
〇
円
、
②
成
果
手
当
の
改

定
分
と
し
て
同
一
五
〇
〇
円
、
③
扶
養
手
当

の
改
定
分
と
し
て
同
二
〇
〇
円
を
合
わ
せ
た

一
人
平
均
で
、
二
四
〇
〇
円
の
最
終
決
着
に

漕
ぎ
着
け
た
。

　

一
時
金
に
当
た
る
特
別
手
当
に
つ
い
て
は
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
・
西
、
持
株
会
社
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ム

ウ
ェ
ア
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
は
一

三
四
・
五
万
円
で
妥
結
し
た
。
ま
た
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
妥
結
額
は
一

三
八
・
七
万
円
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
が
一
六
四
・

九
（
前
年
は
一
五
八
・
九
）
万
円
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
が
一
七
一
・
八
（
同
一
八
〇
・
七
）

万
円
と
な
っ
た
（
表
３
）。

　

こ
の
ほ
か
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
で
働
く
社

員
・
契
約
社
員
が
心
身
の
健
康
を
維
持
・
増

進
で
き
る
よ
う
、
健
康
保
険
組
合
と
連
携
し

た
支
援
と
し
て
「
ヘ
ル
ス
マ
イ
レ
ー
ジ
」
三

〇
〇
〇
マ
イ
ル
の
加
算
な
ど
も
獲
得
し
た
。

日
本
郵
政

　

国
内
最
大
の
単
一
労
組
で
あ
る
日
本
郵
政

グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
（
Ｊ
Ｐ
労
組
）
は
、
今

春
の
労
働
条
件
改
善
で
、
賃
金
改
善
と
し
て

組
合
員
平
均
で
基
準
内
賃
金
の
二
％
に
あ
た

る
平
均
約
六
〇
〇
〇
円
を
求
め
た
。
こ
れ
に

対
し
、
会
社
側
は
組
合
員
平
均
で
基
準
内
賃

金
を
昨
年
同
様
、
一
〇
〇
〇
円
引
き
上
げ
る

こ
と
を
回
答
し
、
決
着
し
た
。
Ｊ
Ｐ
の
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
は
二
年
連
続
。
当
該
原
資
の
具
体

的
な
配
分
は
別
途
交
渉
で
決
ま
る
が
、
昨
年

同
様
、（
新
）一
般
職
を
含
め
た
若
年
層
に
厚

め
に
傾
斜
す
る
よ
う
交
渉
が
図
ら
れ
る
模
様

だ
。

　

一
方
、
組
合
が
「
生
活
防
衛
・
向
上
の
観

点
か
ら
最
優
先
課
題
」
と
位
置
づ
け
、
年
間

一
括
妥
結
を
め
ざ
し
て
き
た
年
間
一
時
金
に

つ
い
て
は
、
前
年
と
同
じ
四
・
三
カ
月
の
要

求
に
対
し
、
前
年
比
〇
・
三
カ
月
増
の
三
・

八
カ
月
で
妥
結
し
た
。
そ
の
う
え
で
、「
年
度

末
に
営
業
利
益
や
そ
の
他
の
業
績
が
計
画
を

上
回
る
と
見
込
め
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
に

は
、
別
途
、
労
使
交
渉
の
上
、『
特
別
手
当
』

と
し
て
追
加
支
給
す
る
」
と
し
て
い
る
。

　

一
時
金
に
関
し
て
は
、
二
〇
一
四
春
闘
も

三
・
五
カ
月
で
妥
結
す
る
と
と
も
に
「
特
別

手
当
」
の
支
給
に
つ
い
て
別
途
、
労
使
交
渉

で
検
討
す
る
と
し
、そ
の
後
の
交
渉
で
「
〇
・

三
カ
月
」
が
支
給
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
今

回
は
、
前
年
実
績
で
あ
る
三
・
八
カ
月
を
確

保
し
た
う
え
で
、
特
別
手
当
に
関
わ
る
文
言

に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
「
支
給
す
る
こ

と
を
検
討
す
る
」
か
ら
「
追
加
支
給
す
る
」

に
変
え
て
、
業
績
が
上
が
れ
ば
特
別
手
当
を

支
給
す
る
こ
と
を
よ
り
明
確
に
し
た
格
好
だ

（
表
３
）。

Ｊ
Ｒ
各
社

　

Ｊ
Ｒ
各
社
で
は
、
本
州
三
社
に
加
え
、
Ｊ

Ｒ
九
州
で
も
ベ
ア
回
答
を
引
き
出
し
た
。
ベ

ア
の
回
答
額
（
そ
れ
ぞ
れ
平
均
）
は
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
で
二
二
二
九
円
、
Ｊ
Ｒ
東
海
で
二
〇

〇
〇
円
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
で
一
〇
〇
〇
円
で
、

そ
れ
ぞ
れ
前
年
と
比
べ
五
〇
〇
円
ま
た
は
そ

れ
以
上
の
上
積
み
と
な
っ
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ

九
州
は
七
年
ぶ
り
の
ベ
ア
回
答（
三
〇
〇
円
）

を
得
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
北
海
道
、
Ｊ
Ｒ
四
国
、

Ｊ
Ｒ
貨
物
の
各
社
は
定
昇
の
み
の
回
答
と

な
っ
た
。

　

一
時
金
に
つ
い
て
は
、
交
渉
結
果
が
出
て

い
る
Ｊ
Ｒ
東
海
で
夏
季
手
当
三
カ
月
（
前
年

よ
り
〇
・
〇
五
カ
月
増
）、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
で

年
間
五
・
三
八
カ
月
（
前
年
と
同
月
数
）、

Ｊ
Ｒ
九
州
で
夏
季
手
当
二
・
五
五
カ
月
（
前

年
よ
り
〇
・
〇
三
カ
月
増
）
と
な
っ
て
い
る

（
表
４
）。

私
鉄

　

私
鉄
総
連
は
今
春
闘
で
、
鉄
道
・
バ
ス
・

ハ
イ
タ
ク
の
各
組
合
が
月
例
賃
金
の
統
括
要

求
と
し
て
、「
各
組
合
員
の
現
行
基
本
給
を
定

期
昇
給
相
当
分
二
・
〇
％
プ
ラ
ス
ベ
ア
分（
生

活
維
持
分
及
び
生
活
回
復
・
向
上
分
）
と
し

て
五
五
〇
〇
円
」
の
引
き
上
げ
を
求
め
る
こ

と
を
掲
げ
た
。
戦
術
に
つ
い
て
も
昨
年
同
様
、

事
前
に
統
一
ス
ト
ラ
イ
キ
を
設
定
す
る
こ
と

は
せ
ず
、
交
渉
を
重
視
し
て
解
決
す
る
形
を

取
っ
た
。
ベ
ア
分
の
要
求
を
昨
年
よ
り
一
八

〇
〇
円
増
額
し
て
月
例
賃
金
に
こ
だ
わ
る
対

応
を
進
め
、
大
手
回
答
日
前
日
の
一
八
日
に

は
、
大
手
組
合
交
渉
団
会
議
の
な
か
で
、
具

体
的
水
準
も
視
野
に
入
れ
、
確
認
事
項
と
し

て
申
し
合
わ
せ
、
最
終
盤
の
交
渉
に
臨
ん
だ
。

　

そ
の
結
果
、
大
手
一
三
組
合
は
一
九
日
午

後
、
一
斉
に
回
答
を
引
き
出
し
た
。
私
鉄
大

手
一
三
社
の
う
ち
、
京
成
、
南
海
、
阪
神
を

除
く
一
〇
社
に
は
、
定
期
昇
給
制
度
も
し
く
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は
そ
れ
に
準
じ
た
制
度
が
あ
る
。
そ
れ
も
踏

ま
え
て
、
大
手
の
回
答
内
容
を
み
て
い
く
と
、

東
急
が
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
相
当
す
る
「
一
人

平
均
一
五
〇
〇
円
程
度
の
昇
給
」
を
獲
得
。

阪
急
も
「
一
人
平
均
三
〇
〇
〇
円
を
基
準
と

し
た
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
」
の
回
答
を
得
て
い
る
。

　

ま
た
、
私
鉄
春
闘
で
は
昨
年
、
関
西
大
手

を
中
心
に
初
任
給
の
改
定
が
相
次
い
だ
が
、

今
年
も
引
き
続
き
、
初
任
給
の
改
定
な
ど
の

若
年
層
の
賃
金
改
善
が
目
立
っ
て
い
る
。
京

成
が
高
卒
・
大
卒
採
用
の
初
任
給
を
そ
れ
ぞ

れ
二
〇
〇
〇
円
引
き
上
げ
た
ほ
か
、
名
鉄
が

高
卒
初
任
給
二
〇
〇
〇
円
の
引
き
上
げ
と
、

そ
れ
に
伴
う
若
年
層
の
賃
金
改
善
を
実
施
。

阪
神
は
電
鉄
・
バ
ス
と
も
に
今
年
四
月
以
降

の
初
任
給
を
一
律
二
〇
〇
〇
円
、
京
阪
は
初

任
給
六
〇
〇
円
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
る
。

西
鉄
は
全
職
歴
の
初
任
給
を
二
〇
〇
〇
円
加

算
。
阪
急
も
初
任
基
本
給
を
二
〇
〇
〇
円
改

定
し
た
。
阪
急
は
さ
ら
に
、
六
〇
歳
以
降
の

再
雇
用
者
で
あ
る
シ
ニ
ア
パ
ー
ト
ナ
ー
の
時

給
を
一
〇
円
改
定
す
る
。
各
社
で
回
答
の
表

記
は
異
な
る
が
、
前
年
実
績
は
上
回
り
、
確

認
事
項
を
ほ
ぼ
ク
リ
ア
す
る
原
資
を
獲
得
し

た
よ
う
だ
（
表
４
）。

　

大
手
労
組
の
回
答
状
況
に
つ
い
て
、
田
野

辺
耕
一
・
書
記
長
は
、「（
集
中
回
答
日
が
一

週
間
後
ろ
倒
し
に
な
っ
た
関
係
で
）
今
回
、

要
求
提
出
か
ら
回
答
日
ま
で
の
期
間
が
長
く

取
れ
、
従
来
よ
り
交
渉
に
時
間
を
か
け
ら
れ

た
。
そ
の
一
方
で
、
大
手
組
合
の
回
答
が
後

に
続
く
中
小
・
グ
ル
ー
プ
傘
下
の
組
合
に
影

響
を
与
え
る
た
め
、
回
答
指
定
日
の
持
つ
意

味
が
重
く
な
る
。
大
手
組
合
は
厳
し
い
な
か

で
、一
定
程
度
の
前
進
を
図
る
交
渉
を
し
た
」

と
評
価
。
若
年
層
の
賃
金
改
善
に
関
し
て
も
、

「
わ
れ
わ
れ
の
産
業
は
、
人
命
を
預
か
る
責

任
の
重
さ
に
加
え
、
安
全
と
時
間
厳
守
が
常

に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
仕
事
に

課
さ
れ
る
責
任
の
重
さ
に
対
し
、
賃
金
は
も

う
少
し
高
く
て
良
い
と
思
う
し
、
若
い
世
代

か
ら
の
賃
金
を
し
っ
か
り
み
て
い
く
必
要
が

あ
る
」
と
話
し
て
い
る
。

表４　JR、私鉄
産別・企業・労組名

など 賃上げ回答 賃上げ（2014実績） 一時金回答（年間） 一時金（２０１４実績）

JR各社
JR北海道 ベアゼロ+定昇（5360円） ベアゼロ+定昇 別途交渉 夏季手当　1.97カ月

JR東日本 ベア2229円+定昇 ベア1635円+定昇 別途交渉 夏季手当　2.8カ月
+1万円

JR東海 ベア2000円+定昇 ベア1500円+定昇 夏季手当　3カ月 夏季手当　2.95カ月
JR西日本 ベア1000円+定昇（5360円） ベア500円+定昇 年間臨給　5.38カ月 年間臨給　5.38カ月
JR四国 ベアゼロ+定昇（5360円） ベアゼロ+定昇 別途交渉 夏季手当　1.84カ月
JR九州 ベア300円+定昇（5360円） ベアゼロ+定昇 夏季手当　2.55カ月 夏季手当　2.52カ月
JR貨物 ベアゼロ+定昇（5360円） ベアゼロ+定昇 別途交渉 夏季手当　1.25カ月
※各社の定昇の数字（5360円）は、JR連合が連合に報告している数字。

私鉄総連

東京地下鉄 定期昇給を実施する及び一
部手当の増額 定期昇給を実施する 年間4カ月＋α

4.0カ月＋α
平成26年夏季に一
時金を支給する

東武鉄道
制度に基づく賃上げ実施
１人平均0.7％の賃金改善
を実施

制度に基づく賃上げ実施
総合的に賃金改善を実施す
る。改善原資については、１
人平均配分基礎月額の0.5
％相当

4カ月＋α 4.0カ月＋α

東急
定期昇給＋１人平均1500円
程度の昇給（ベースアップ
相当）

定期昇給＋１人平均2000円
の昇給 年間4.0カ月＋α 4.0カ月＋α

京成

平成27年4月以降賃金につ
いては、定昇相当分＋αを
引き上げる。
高卒・大卒採用初任給をそ
れぞれ2000円（税込み）引き
上げる。

昨年並を引き上げる
年間臨時給につい
ては、実質現状維持
とする。

実質現状維持とす
る
（別途一時金支給）

京王

制度に基づき、基本給改定
を行う。
加えて、一部について賃金
改善も実施する。なお細部
については、別途協議する。

制度に基づき、基本給改定
を行う。
また、今春闘交渉を踏まえ、
現行初任給の改定を含め、
賃金制度のメンテナンス
（改善）を実施することを前
提に早急に労使協議を開始
するものとする。

4.5カ月＋α（対前
年増額）

4.5カ月＋α（対前
年増額）

京急
基本昇給の実施
賃金カーブ是正による原資
確保

ベアゼロ
賃金カーブ是正による原資
確保

4.5カ月＋α
一時金10000円 5.0カ月＋α

名鉄
高卒初任給2000円の引き上
げとそれに伴う若年層の賃
金改善を実施

賃金制度による賃金改定を
実施
１人１カ月平均500円を原
資とし、中堅層（一般職）の
賃金カーブを是正する

4.0カ月＋α 4.0カ月＋α

近鉄 昨年実績と同額の賃金引き
上げ

昨年同水準＋αの賃金引き
上げ 昨年月数＋0.1カ月 昨年同水準＋α

南海 昨年実績＋300円（税込み）

昨年実績＋500円（税込み）
平成26年4月以降､各学歴
の初任給を1000円（税込み）
引き上げる

各人基準賃金4.9カ
月＋10000円（税込
み）

昨年同月数

阪急

定期昇給相当分の実施およ
び１人平均3000円を基準と
したベースアップ
初任基本給2000円改定、シ
ニアパートナーの時給を10
円改定

定期昇給相当分実施
若年層の賃金改善（一律
2000円）
初任基本給を改定する

基本給×4.82カ月
＋家族給分（0.58カ
月）

5.5カ月相当：基本給
×4.82カ月＋家族給
分（0.58カ月）＋4万
円（一律）

阪神

標労30歳･勤続12年の基本
給を１人１カ月5800円（税
込み）引き上げる。
平成27年4月以降の初任給
を一律2000円引き上げる。

標労30歳･勤続12年の基本
給を１人１カ月4800円（税
込み）引き上げる
平成26年4月以降の初任給
を一律2000円引き上げる。

平成26年度の会社
業績に連動して支
給する。

平成25年度の会社
業績に連動して支
給する

京阪
１人平均１カ月1200円の賃
金改善を実施する
初任給を600円引き上げる。

１人１カ月平均1000円の賃
金改善を実施
初任給を500円引き上げる

労使協定に基づく
支給方式とする。

労使協定に基づく
支給方式とする

西鉄
昨年実績プラス300円
初任給を全職歴2000円加算
する。

3500円（30歳･勤続12年） 業績連動 業績連動


